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【プロフィール】
昭和２６年生まれ、５８歳。三菱重
工業㈱勤務（風車の仕事をして
います）。現在は「福田」に住
んでいますが、生まれは本古川
町（現・古川町）でバリバリの
地下もんです。今年から「さる
くガイド」をしています。自他
共に認める「くんちバカ」でシャギ
リを聴くと仕事が手につきません。


